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(57)【要約】
　デュアルモード移動局（ＭＳ）の通常の動作中におけ
るＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Micro
wave Access）ネットワークとＣＤＭＡ（符号分割多元
接続）ＥＶＤＯ（エボリューション－データ最適化）ネ
ットワーク又は１ｘＲＴＴ（１ｘ無線送信技術、又は１
ｘ）ネットワークとの間での基地局によってアシストさ
れたハンドオーバのための方法及び装置が提供される。
異なるＲＡＴを採用する近隣のセル内の基地局（ＢＳ）
に関する１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）のブロード
キャスト情報を用いるＢＳを有することによって、前記
方法及び装置は、ハンドオーバ中におけるサービスの継
続性を向上させることができる。
【選択図】図４Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１及び第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介してネットワークサービス間でのハン
ドオーバを行うための方法であって、
　前記第１のＲＡＴを介して通信する一方で、前記第２のＲＡＴを介してネットワークサ
ービスに関する近隣指示情報を受信することと、なお、前記第１及び第２のＲＡＴは異な
る、
　前記受信された情報を用いて前記第２のＲＡＴに関してスキャンすることと、
　前記スキャンの結果に基づいて前記第２のＲＡＴを介してネットワークサービスにハン
ドオーバすべきかどうかを決定することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記第１のＲＡＴは、ＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Acces
s）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記受信された
情報は、ＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）である、
　請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージである、
　請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉ
ＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記受信された
情報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　新セクタブロードキャストメッセージは、前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を備える、
　請求項８に記載の方法。
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【請求項１１】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　その上に格納された命令を有するコンピュータ可読媒体を備える第１及び第２の無線ア
クセス技術（ＲＡＴ）を介してネットワークサービス間でのハンドオーバを行うためのコ
ンピュータプログラム装置であって、前記命令は、１つ以上のプロセッサによって実行可
能であり、前記命令は、
　前記第１のＲＡＴを介して通信する一方で、前記第２のＲＡＴを介してネットワークサ
ービスに関する近隣指示情報を受信するための命令と、なお、前記第１及び第２のＲＡＴ
は異なる、
　前記受信された情報を用いて前記第２のＲＡＴに関してスキャンするための命令と、
　前記スキャンの結果に基づいて前記第２のＲＡＴを介してネットワークサービスにハン
ドオーバすべきかどうかを決定するための命令と、
　を備える、コンピュータプログラム装置。
【請求項１３】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記受信された情
報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項１２に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項１４】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
　請求項１３に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項１５】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）である、
　請求項１３に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項１６】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項１５に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項１７】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージである、
　請求項１３に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項１８】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項１７に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項１９】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記受信された情
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報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項１２に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項２０】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項１９に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項２１】
　新セクタブロードキャストメッセージは、前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を備える、
　請求項１９に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項２２】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項１９に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項２３】
　第１及び第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介してネットワークサービス間でのハン
ドオーバを行うための装置であって、
　前記第１のＲＡＴを介して通信する一方で前記第２のＲＡＴを介してネットワークサー
ビスに関する近隣指示情報を受信するための手段と、なお、前記第１及び第２のＲＡＴは
異なる、
　前記受信された情報を用いて前記第２のＲＡＴに関してスキャンするための手段と、
　前記スキャンの結果に基づいて前記第２のＲＡＴを介してネットワークサービスにハン
ドオーバすべきかどうかを決定するための手段と、
　を備える装置。
【請求項２４】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記受信された情
報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）である、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２７】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージである、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２９】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子



(5) JP 2011-520399 A 2011.7.14

10

20

30

40

50

（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記受信された情
報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項２３に記載の装置。
【請求項３１】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項３０記載の装置。
【請求項３２】
　前記受信するための手段は、前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を含む新セクタブロードキャ
ストメッセージを受信するように構成される、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項３３】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項３４】
　無線通信のための受信機であって、
　前記第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介して通信する一方で第２のＲＡＴを介して
ネットワークサービスに関する近隣指示情報を受信するように構成された通信論理と、な
お、前記第１及び第２のＲＡＴは異なる、
　前記受信された情報を用いて前記第２のＲＡＴに関してスキャンするように構成された
スキャン論理と、
　前記スキャンの結果に基づいて前記第２のＲＡＴを介してネットワークサービスにハン
ドオーバすべきかどうかを決定するように構成されたハンドオーバ決定論理と、
　を備える受信機。
【請求項３５】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記受信された情
報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項３４に記載の受信機。
【請求項３６】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
　請求項３５に記載の受信機。
【請求項３７】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）である、
　請求項３５に記載の受信機。
【請求項３８】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項３７に記載の受信機。
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【請求項３９】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージである、
　請求項３５に記載の受信機。
【請求項４０】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項３９に記載の受信機。
【請求項４１】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記受信された情
報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項３４に記載の受信機。
【請求項４２】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項４１に記載の受信機。
【請求項４３】
　前記通信論理は、前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を含む新セクタブロードキャストメッセ
ージを受信するように構成される、
　請求項４１に記載の受信機。
【請求項４４】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項４１に記載の受信機。
【請求項４５】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介して通信するための受信機フロントエンドと、
　前記第１のＲＡＴを介して通信する一方で第２のＲＡＴを介してネットワークサービス
に関する近隣指示情報を受信するように構成された通信論理と、前記第１及び第２のＲＡ
Ｔは異なる、
　前記受信された情報を用いて前記第２のＲＡＴに関してスキャンするように構成された
スキャン論理と、
　前記スキャンの結果に基づいて前記第２のＲＡＴを介してネットワークサービスにハン
ドオーバすべきかどうかを決定するように構成されたハンドオーバ決定論理と、
　を備えるモバイルデバイス。
【請求項４６】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記受信された情
報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項４５に記載のモバイルデバイス。
【請求項４７】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
　請求項４６に記載のモバイルデバイス。
【請求項４８】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ



(7) JP 2011-520399 A 2011.7.14

10

20

30

40

50

における新しい情報要素（ＩＥ）である、
　請求項４６に記載のモバイルデバイス。
【請求項４９】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項４８に記載のモバイルデバイス。
【請求項５０】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージである、
　請求項４６に記載のモバイルデバイス。
【請求項５１】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項５０に記載のモバイルデバイス。
【請求項５２】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記受信された情
報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項４５に記載のモバイルデバイス。
【請求項５３】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項５２に記載のモバイルデバイス。
【請求項５４】
　前記通信論理は、前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を含む新セクタブロードキャストメッセ
ージを受信するように構成される、
　請求項５２に記載のモバイルデバイス。
【請求項５５】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項５２に記載のモバイルデバイス。
【請求項５６】
　第１及び第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介してのネットワークサービス間でのハ
ンドオーバをアシストするための方法であって、
　前記第１のＲＡＴを介して通信することと、
前記第２のＲＡＴを介してネットワークサービスに関する情報を送信することと、
　を備え、前記第１及び第２のＲＡＴは異なる、
　方法。
【請求項５７】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記送信された情
報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項５６に記載の方法。
【請求項５８】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
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ＭＡ１ｘである請求項５７に記載の方法。
【請求項５９】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）である、
　請求項５７に記載の方法。
【請求項６０】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項５９に記載の方法。
【請求項６１】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージとして送信される、
　請求項５７に記載の方法。
【請求項６２】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項６１に記載の方法。
【請求項６３】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記送信された情
報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項５６に記載の方法。
【請求項６４】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項６３記載の方法。
【請求項６５】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、新セクタブロードキャストメッセージとして送信され
る、
　請求項６３に記載の方法。
【請求項６６】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項６３に記載の方法。
【請求項６７】
　その上に格納された命令を有するコンピュータ可読媒体を備える第１及び第２の無線ア
クセス技術（ＲＡＴ）を介してのネットワークサービス間でのハンドオーバをアシストす
るためのコンピュータプログラム装置であって、前記命令は、１つ以上のプロセッサによ
って実行可能であり、前記命令は、
　前記第１のＲＡＴを介して通信するための命令と、
前記第２のＲＡＴを介してネットワークサービスに関する情報を送信するための命令と、
　を備え、前記第１及び第２のＲＡＴは異なる、
　コンピュータプログラム装置。
【請求項６８】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
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）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記送信された情
報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項６７に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項６９】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
　請求項６８に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７０】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）として送信される、
　請求項６８に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７１】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項７０に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７２】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージとして送信される、
　請求項６８に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７３】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項７２に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７４】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記送信された情
報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項６７に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７５】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項７４に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７６】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、新セクタブロードキャストメッセージとして送信され
る、
　請求項７４に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７７】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項７４に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７８】
　第１及び第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介してのネットワークサービス間でのハ
ンドオーバをアシストするための装置であって、
　前記第１のＲＡＴを介して通信するための手段と、
　前記第２のＲＡＴを介してネットワークサービスに関する情報を送信するための手段と
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、
　を備え、前記第１及び第２のＲＡＴは異なる、
　装置。
【請求項７９】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記送信された情
報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項７８に記載の装置。
【請求項８０】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
　請求項７９に記載の装置。
【請求項８１】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）として送信される、
　請求項７９に記載の装置。
【請求項８２】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項８１に記載の装置。
【請求項８３】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージとして送信される、
　請求項７９に記載の装置。
【請求項８４】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項８３に記載の装置。
【請求項８５】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記送信された情
報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項７８に記載の装置。
【請求項８６】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項８５記載の装置。
【請求項８７】
　前記送信するための手段は、前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を新セクタブロードキャスト
メッセージとして送信する、
　請求項８５に記載の装置。
【請求項８８】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項８５に記載の装置。
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【請求項８９】
　無線通信のための送信機であって、
　前記第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介して通信するように構成された通信論理と
、
第２のＲＡＴを介してネットワークサービスに関する情報を送信するように構成された送
信論理と、
　を備え、前記第１及び第２のＲＡＴは異なる、
　無線通信のための送信機。
【請求項９０】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記送信された情
報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項８９に記載の送信機。
【請求項９１】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
　請求項９０に記載の送信機。
【請求項９２】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）として送信される、
　請求項９０に記載の送信機。
【請求項９３】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項９２に記載の送信機。
【請求項９４】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージとして送信される、
　請求項９０に記載の送信機。
【請求項９５】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項９４に記載の送信機。
【請求項９６】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記送信された情
報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項８９に記載の送信機。
【請求項９７】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項９６に記載の送信機。
【請求項９８】
　前記送信論理は、前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を新セクタブロードキャストメッセージ
として送信する、
　請求項９６に記載の送信機。
【請求項９９】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
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フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項９６に記載の送信機。
【請求項１００】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介して通信するように構成された通信論理と、
　第２のＲＡＴを介してネットワークサービスに関する情報を送信するための送信機フロ
ントエンドと、
　を備え、前記第１及び第２のＲＡＴは異なる、
　基地局。
【請求項１０１】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記送信された情
報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項１００に記載の基地局。
【請求項１０２】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
　請求項１０１に記載の基地局。
【請求項１０３】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）として送信される、
　請求項１０１に記載の基地局。
【請求項１０４】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項１０３に記載の基地局。
【請求項１０５】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージとして送信される、
　請求項１０１に記載の基地局。
【請求項１０６】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項１０５に記載の基地局。
【請求項１０７】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記送信された情
報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項１００に記載の基地局。
【請求項１０８】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項１０７に記載の基地局。
【請求項１０９】
　前記送信機フロントエンドは、前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を新セクタブロードキャス
トメッセージとして送信する、
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　請求項１０７に記載の基地局。
【請求項１１０】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項１０７に記載の基地局。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本出願は、すべての目的のためにここにおいて参照により本明細書に組み込まれる、２
００８年５月１１日に出願された“Systems And Methods For Multimode Wireless Commu
nication Handoff”（マルチモード無線通信ハンドオフのためのシステム及び方法）と題
する米国特許仮出願第６１／０５２，２６５号、及び２００８年５月１１日に出願された
“Systems And Methods For Multimode Wireless Communication Handoff”（マルチモー
ド無線通信ハンドオフのためのシステム及び方法）と題する米国特許仮出願第６１／０５
２，２６６号の優先権の利益を主張するものである。
【技術分野】
【０００２】
　本開示の一実施形態は、一般に、無線通信に関し、より具体的には、ＷｉＭＡＸネット
ワークからＣＤＭＡネットワークへの及びその逆のＣＤＭＡネットワークからＷｉＭＡＸ
ネットワークへの移動局の基地局にアシストされるハンドオーバに関する。
【背景技術】
【０００３】
　ＩＥＥＥ８０２．１６に基づく直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）及び直交周波数分割多
元接続（ＯＦＤＭＡ）無線通信システムは、複数のサブキャリアの周波数の直交性に基づ
き、システム内においてサービスを受けるために登録された無線デバイス（すなわち、移
動局）と通信するために基地局のネットワークを使用し、及び、広帯域無線通信にとって
の幾つかの技術的な利点、例えば、耐マルチパスフェージング性及び耐干渉性、を達成す
るためにインプリメントされることができる。各基地局（ＢＳ）は、移動局に及び移動局
からデータを搬送する無線周波数（ＲＦ）信号を送信及び受信する。移動局（ＭＳ）が１
つの基地局によって網羅されるエリアから他の基地局によって網羅されるエリアに移動す
るような、様々な理由により、ハンドオーバ（ハンドオフとしても知られる）は、１つの
基地局から別の基地局に通信サービス（例えば、進行中の呼又はデータセッション）を移
行させるために実行される。
【０００４】
　３つのハンドオーバの方法は、ＩＥＥＥ８０２．１６ｅ－２００５：ハードハンドオフ
（ＨＨＯ：Hard Handoff）、高速基地局切り替え（ＦＢＳＳ：Fast Base Station Switch
ing）及びマクロダイバーシティハンドオーバ（ＭＤＨＯ：Macro Diversity Handover）
でサポートされる。これらの方法のうちで、ＨＨＯをサポートすることはその標準におい
て必須である一方、ＦＢＳＳ及びＭＤＨＯは、２つの任意の代替手段である。
【０００５】
　ＨＨＯは、１つのＢＳから別のＢＳへの突然の接続の移行を意味する。ハンドオーバ決
定は、ＭＳによって報告された測定結果に基づいてＭＳ又はＢＳによって行うことができ
る。ＭＳは、周期的にＲＦスキャンを行って近隣の基地局の信号品質を測定することがで
きる。ハンドオーバ決定は、例えば、１つのセルからの信号強度が現在のセルを超えるこ
と、ＭＳが位置を変更して信号フェージング又は干渉をもたらすこと、又はＭＳがより高
いサービスの品質（ＱｏＳ）を要求することに起因することができる。スキャンは、ＢＳ
によって割り当てられたスキャンインターバル中に実行される。これらのインターバルの
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間に、ＭＳは、任意に、１つ以上の近隣の基地局と関連付けることおよび最初の測距を行
うことも可能になる。一旦ハンドオーバ決定が行われた場合、ＭＳは、目標ＢＳのダウン
リンク送信との同期化を開始することができ、スキャン中に測距が行われなかった場合は
測距を行うことができ、及び前のＢＳとの接続を終了させることができる。ＢＳにおいて
未達のプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）は、タイマーが時間切れになるまで保持され
ることができる。
【０００６】
　ＦＢＳＳがサポートされているときには、ＭＳ及びＢＳは、ＭＳとのＦＢＳＳに関わっ
ているＢＳのリストを維持する。このセットは、ダイバーシティセットと呼ばれる。ＦＢ
ＳＳにおいては、ＭＳは、ダイバーシティセット内の基地局を連続的にモニタリングする
。ダイバーシティセット内のＢＳの中で、アンカーＢＳが定義される。ＦＢＳＳにおいて
動作時に、ＭＳは、管理及びトラフィックの接続を含むアップリンクメッセージ及びダウ
ンリンクメッセージのためにアンカーＢＳのみと通信する。１つのアンカーＢＳから別の
ＢＳへの移行（すなわち、ＢＳの切り替え）は、ダイバーシティセット内の別のＢＳが現
在のアンカーＢＳよりも優れた信号強度を有する場合に行うことができる。アンカー更新
手順は、チャネル品質インジケータチャネル（ＣＱＩＣＨ）又は明示のハンドオーバ（Ｈ
Ｏ）シグナリングメッセージを介してサービスを提供するＢＳと通信することによって使
用可能になる。
【０００７】
　ＦＢＳＳハンドオーバは、ダイバーシティセット内で変化するアンカーＢＳからデータ
を受信又は送信するＭＳによる決定から開始する。ＭＳは、近隣のＢＳをスキャンし、ダ
イバーシティセットに含めるのに適するＢＳを選択する。ＭＳは、選択されたＢＳを報告
し、ＢＳ及びＭＳは、ダイバーシティセットを更新する。ＭＳは、ダイバーシティセット
内のＢＳの信号強度を連続的にモニタリングし、そのセットから１つのＢＳをアンカーＢ
Ｓとして選択する。ＭＳは、選択されたアンカーＢＳをＣＱＩＣＨ又はＭＳによって開始
されるＨＯ要求メッセージにおいて報告する。
【０００８】
　ＭＤＨＯをサポートするＭＳ及びＢＳに関して、ＭＳ及びＢＳは、ＭＳとのＭＤＨＯに
関わるＢＳのダイバーシティセットを維持する。ダイバーシティセット内のＢＳの中で、
アンカーＢＳが定義される。レギュラー動作モードは、単一のＢＳから成るダイバーシテ
ィセットとのＭＤＨＯの特定のケースを指す。ＭＤＨＯにおいて動作するときには、ＭＳ
は、アップリンク及びダウンリンクのユニキャストメッセージ及びトラフィックをダイバ
ーシティセット内の全ＢＳと通信する。
【０００９】
　ＭＤＨＯは、ＭＳが同じ時間インターバル内で複数のＢＳからのユニキャストメッセー
ジ及びトラフィックを送信又は受信することを決定したときに開始する。ダウンリンクＭ
ＤＨＯに関して、２つ以上のＢＳは、ＭＳダウンリンクデータの同期化された送信を提供
し、このためダイバーシティ結合がＭＳにおいて行われる。アップリンクＭＤＨＯに関し
て、ＭＳからの送信が複数のＢＳによって受信され、受信された情報の選択ダイバーシテ
ィが行われる。
【発明の概要】
【００１０】
　本開示の一実施形態は、概して、移動局（ＭＳ）の通常の動作中に、例えば、ＷｉＭＡ
ＸネットワークからＣＤＭＡネットワークへの又はその逆のＣＤＭＡネットワークからＷ
ｉＭＡＸネットワークへの、１つの無線アクセス技術（ＲＡＴ）ネットワークから別の異
なるＲＡＴネットワークへの基地局によってアシストされたＭＳのハンドオーバを行い、
それによってＭＳが１つのネットワークから次のネットワークに移動する間により良いサ
ービスの継続性を可能にすることに関するものである。
【００１１】
　本開示の一実施形態は、第１及び第２のＲＡＴが異なる、第１及び第２のＲＡＴを介し
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てネットワークサービス間でのハンドオーバを行うための方法を提供する。方法は、概し
て、第１のＲＡＴを介して通信する一方で第２のＲＡＴを介してネットワークサービスに
関する近隣指示情報を受信することと、受信された情報を用いて第２のＲＡＴに関してス
キャンすることと、スキャンの結果に基づいて第２のＲＡＴを介してネットワークサービ
スにハンドオーバすべきかどうかを決定すること、とを含む。
【００１２】
　本開示の一実施形態は、プロセッサによって実行されたときに一定の動作を行う、第１
及び第２の無線ＲＡＴを介してネットワークサービス間でのハンドオーバを行うためのプ
ログラムを含むコンピュータ可読媒体を提供する。なお、第１及び第２のＲＡＴは異なる
。動作は、一般に、第１のＲＡＴを介して通信する一方で第２のＲＡＴを介してネットワ
ークサービスに関する近隣指示情報を受信することと、受信された情報を用いて第２のＲ
ＡＴに関してスキャンすることと、スキャンの結果に基づいて第２のＲＡＴを介してネッ
トワークサービスにハンドオーバすべきかどうかを決定すること、とを含む。
【００１３】
　本開示の一実施形態は、第１及び第２のＲＡＴを介してネットワークサービス間でのハ
ンドオーバを行うための装置を提供する。なお、第１及び第２のＲＡＴは異なる。装置は
、一般に、第１のＲＡＴを介して通信する一方で第２のＲＡＴを介してネットワークサー
ビスに関する近隣指示情報を受信するための手段と、受信された情報を用いて第２のＲＡ
Ｔに関してスキャンするための手段と、スキャンの結果に基づいて第２のＲＡＴを介して
ネットワークサービスにハンドオーバすべきかどうかを決定するための手段と、を含む。
【００１４】
　本開示の一実施形態は、無線通信のための受信機を提供する。受信機は、概して、第１
の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介して通信する一方で第２のＲＡＴを介してネットワー
クサービスに関する近隣指示情報を受信するように構成された通信論理であって、第１及
び第２のＲＡＴは異なる通信論理と、受信された情報を用いて第２のＲＡＴに関してスキ
ャンするように構成されたスキャン論理と、スキャンの結果に基づいて第２のＲＡＴを介
してネットワークサービスにハンドオーバすべきかどうかを決定するように構成されたハ
ンドオーバ決定論理と、を含む。
【００１５】
　本開示の一実施形態は、モバイルデバイスを提供する。モバイルデバイスは、概して、
第１のＲＡＴを介して通信するための受信機フロントエンドと、第１のＲＡＴを介して通
信する一方で第２のＲＡＴを介してネットワークサービスに関する近隣指示情報を受信す
るように構成された通信論理であって、第１及び第２のＲＡＴは異なる通信論理と、受信
された情報を用いて第２のＲＡＴに関してスキャンするように構成されたスキャン論理と
、スキャンの結果に基づいて第２のＲＡＴを介してネットワークサービスにハンドオーバ
すべきかどうかを決定するように構成されたハンドオーバ決定論理と、を含む。
【００１６】
　本開示の一実施形態は、第１及び第２のＲＡＴを介してのネットワークサービス間での
ハンドオーバをアシストするための方法を提供する。なお、第１及び第２のＲＡＴは異な
る。方法は、概して、第１のＲＡＴを介して通信することと、第２のＲＡＴを介してネッ
トワークサービスに関する情報を送信することと、を含む。
【００１７】
　本開示の一実施形態は、プロセッサによって実行されたときに一定の動作を行う、第１
及び第２の無線ＲＡＴを介してのネットワークサービス間でのハンドオーバをアシストす
るためのプログラム、を含むコンピュータ可読媒体を提供し、第１及び第２のＲＡＴは異
なる。動作は、一般に、第１のＲＡＴを介して通信することと、第２のＲＡＴを介してネ
ットワークサービスに関する情報を送信することと、を含む。
【００１８】
　本開示の一実施形態は、第１及び第２のＲＡＴを介してのネットワークサービス間での
ハンドオーバをアシストするための装置を提供する。装置は、一般に、第１のＲＡＴを介
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して通信するための手段と、第２のＲＡＴを介してネットワークサービスに関する情報を
送信するための手段と、を含む。なお、第１及び第２のＲＡＴは異なる。
【００１９】
　本開示の一実施形態は、無線通信のための送信機を提供する。送信機は、概して、第１
のＲＡＴを介して通信するように構成された通信論理と、第２のＲＡＴを介してネットワ
ークサービスに関する情報を送信するように構成された送信論理と、を含む。なお、第１
及び第２のＲＡＴは異なる。
【００２０】
　本開示の一実施形態は、基地局を提供する。基地局は、概して、第１のＲＡＴを介して
通信するように構成された通信論理と、第２のＲＡＴを介してネットワークサービスに関
する情報を送信するための送信機フロントエンドと、を含む。なお、第１及び第２のＲＡ
Ｔは異なる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
　本開示の上述される特徴を詳細に理解できるようにするために、実施形態を参照するこ
とによって上記の概要のより具体的な説明を得ることができ、これらの実施形態の一部は
、添付図に示される。しかしながら、添付図は、この開示の例示的な実施形態のみを例示
するものであり、従って、適用範囲を制限するとはみなすべきでなく、説明は、その他の
同様に有効な実施形態に対しても当てはめることができることに注意されるべきである。
【図１】本開示の一実施形態による、例示の無線通信システムを示した図である。
【図２】本開示の一実施形態による、無線デバイスにおいて利用することができる様々な
コンポーネントを示した図である。
【図３】本開示の一実施形態による、直交周波数分割多重及び直交周波数分割多元接続（
ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ）技術を利用する無線通信システム内において用いることができる
送信機例及び受信機例を示した図である。
【図４Ａ】本開示の一実施形態による、デュアルモード移動局（ＭＳ）がＷｉＭＡＸネッ
トワークのカバレッジ外に移動し、ＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘネットワークのカバレッジ
に入ることができる移動性シナリオを示した図である。
【図４Ｂ】本開示の一実施形態による、デュアルモードＭＳがＣＤＭＡ　ＥＶＤＯネット
ワークのカバレッジ外に移動し、ＷｉＭＡＸネットワークのカバレッジに入ることができ
る移動性シナリオを示した図である。
【図５】本開示の一実施形態による、デュアルモードＭＳの観点からの、ＷｉＭＡＸネッ
トワークからＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ又は１ｘネットワークへのデュアルモードＭＳの基地局
によってアシストされたハンドオーバを行うための動作例のフローチャートである。
【図５Ａ】本開示の一実施形態による、デュアルモードＭＳの観点からの、ＷｉＭＡＸネ
ットワークからＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘネットワークへのデュアルモードＭＳの基地局
よってアシストされたハンドオーバを行うための図５の動作例に対応する手段のブロック
図である。
【図６】本開示の一実施形態による、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）プロトコルデータ
ユニット（ＰＤＵ）のペイロードにおける様々な要素を含むＭＡＣ管理メッセージとして
のＣＤＭＡ近隣指示メッセージ例を示した図である。
【図７】本開示の一実施形態による、インターリービングインターバル中にＷｉＭＡＸネ
ットワークサービスを用いて通信するＭＳによって要求されたＣＤＭＡスキャンインター
バル例を示した図である。
【図８】本開示の一実施形態による、ＷｉＭＡＸ基地局（ＢＳ）の観点からのＷｉＭＡＸ
ネットワークからＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ又は１ｘネットワークへのデュアルモードＭＳの基
地局によってアシストされたハンドオーバを行うための動作例のフローチャートである。
【図８Ａ】本開示の一実施形態による、ＷｉＭＡＸ　ＢＳの観点からのＷｉＭＡＸネット
ワークからＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘネットワークへのデュアルモードＭＳのＢＳによっ
てアシストされたハンドオーバを行うための図８の動作例に対応する手段のブロック図で
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ある。
【図９】本開示の一実施形態による、ＷｉＭＡ基地局からＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘ基地
局へのＢＳによってアシストされたハンドオーバを行うための動作例の呼のフローを示し
た図である。
【図１０】本開示の一実施形態による、デュアルモードＭＳの観点からのＣＤＭＡ　ＥＶ
ＤＯネットワークからＷｉＭＡＸネットワークへのデュアルモードＭＳのＢＳによってア
シストされたハンドオーバを行うための動作例のフローチャートである。
【図１０Ａ】本開示の一実施形態による、デュアルモードＭＳの観点からのＣＤＭＡ　Ｅ
ＶＤＯネットワークからＷｉＭＡＸネットワークへのデュアルモードＭＳのＢＳによって
アシストされたハンドオーバを行うための図１０の動作例に対応する手段のブロック図で
ある。
【図１１】本開示の一実施形態による、ＣＤＭＡ　ＢＳの観点からのＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ
ネットワークからＷｉＭＡＸネットワークへのデュアルモードＭＳのＢＳによってアシス
トされたハンドオーバを行うための動作例のフローチャートである。
【図１１Ａ】本開示の一実施形態による、ＣＤＭＡ　ＢＳの観点からのＣＤＭＡ　ＥＶＤ
ＯネットワークからＷｉＭＡＸネットワークへのデュアルモードＭＳのＢＳによってアシ
ストされたハンドオーバを行うための図１１の動作例に対応する手段のブロック図である
。
【図１２】本開示の一実施形態による、ＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ基地局からＷｉＭＡＸ基地局
へのＢＳによってアシストされたハンドオーバを行うための動作例の呼のフローを示した
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本開示の実施形態は、デュアルモード移動局（ＭＳ）の通常の動作中におけるＷｉＭＡ
ＸネットワークとＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘネットワークとの間での基地局によってアシ
ストされたハンドオーバのための方法及び装置を提供する。これらの方法及び装置は、異
なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）を採用する近隣のセル内における基地局（ＢＳ）に関す
る１つのＲＡＴのブロードキャスト情報を用いる基地局（ＢＳ）を有することによって、
ハンドオーバ中におけるサービスの継続性を向上させることができる。　
【００２３】
　　　　　例示的な無線通信システム
　本開示の方法及び装置は、ブロードバンド無線通信システムにおいて利用することがで
きる。用語“ブロードバンド無線”は、所定のエリアにおける無線、音声、インターネッ
ト及び／又はデータネットワークアクセスを提供する技術を意味する。
【００２４】
　ＷｉＭＡＸは、Worldwide Interoperability for Microwave Accessを意味し、長距離
にわたる高スループットのブロードバンド接続を提供する標準化に基づくブロードバンド
無線技術である。今日においてはＷｉＭＡＸの２つの主な用途、すなわち固定ＷｉＭＡＸ
及びモバイルＷｉＭＡＸ、が存在する。固定ＷｉＭＡＸの用途は、ポイントツーマルチポ
イントであり、例えば、家庭及び企業へのブロードバンドアクセスを可能にする。モバイ
ルＷｉＭＡＸは、ブロードバンド速度におけるセルラーネットワークの完全な移動性を提
供する。
【００２５】
　モバイルＷｉＭＡＸは、ＯＦＤＭ（直交周波数分割多重）技術及びＯＦＤＭＡ（直交周
波数分割多元接続）技術に基づく。ＯＦＤＭは、様々な高データレート通信システムにお
いて最近広範囲にわたって採用されるようになっているデジタルマルチキャリア変調技法
である。ＯＦＤＭを用いた場合は、送信ビットストリームが複数のより低いレートのサブ
ストリームに分割される。各サブストリームは、複数の直交サブキャリアのうちの１つで
変調されて複数の並列なサブチャネルのうちの１つにおいて送信される。ＯＦＤＭＡは、
異なるタイムスロットにおいてユーザにサブキャリアが割り当てられる多元接続技法であ
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る。ＯＦＤＭＡは、非常に様々な用途、データレート、及びサービス品質要求を有する数
多くのユーザに対処することが可能な柔軟な多元接続技法である。
【００２６】
　無線インターネット及び通信における急成長が、無線通信サービス分野における高デー
タレートの要求増大に結びついている。ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムは、今日において
は、最も有望な研究分野のうちの１つでありさらに次世代の無線通信にとっての鍵を握る
技術であるとみなされている。これは、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ変調方式が従来の単一搬送
波変調方式と比較した場合に数多くの有利な点、例えば変調効率、スペクトル効率、柔軟
性、及び強力なマルチパス耐性、を提供することができるという事実に起因する。
【００２７】
　ＩＥＥＥ８０２．１６ｘは、固定式及び移動式のブロードバンド無線アクセス（ＢＷＡ
）システムのためのエアインタフェースを定義する新たな標準化組織である。ＩＥＥＥ８
０２．１６ｘは、２００４年５月に固定ＢＷＡシステムに関して“ＩＥＥＥ　Ｐ８０２．
１６－ＲＥＶｄ／Ｄ５－２００４”を承認し、２００５年１０月にモバイルＢＷＡシステ
ムに関して“ＩＥＥＥ　Ｐ８０２．１６ｅ／Ｄ１２　Ｏｃｔ．２００５”を発行した。そ
れらの２つの標準化は、４つの異なる物理層（ＰＨＹ）及び１つのメディアアクセス制御
（ＭＡＣ）層を定義している。これらの４つの物理層のＯＦＤＭ物理層及びＯＦＤＭＡ物
理層は、固定ＢＷＡ分野及びモバイルＢＷＡ分野においてそれぞれ最も用いられている。
【００２８】
　図１は、無線通信システム１００の例を示す。無線通信システム１００は、ブロードバ
ンド無線通信システムであることができる。無線通信システム１００は、複数のセル１０
２のための通信を提供することができ、これらの複数のセルの各々は、基地局１０４によ
ってサービスが提供される。基地局１０４は、ユーザ端末１０６と通信する固定局である
ことができる。基地局１０４は、代替として、アクセスポイント、ノードＢ、又はその他
の何らかの用語で呼ばれることがある。
【００２９】
　図１は、システム１００全体に分散された様々なユーザ端末１０６を示す。ユーザ端末
１０６は、固定型（すなわち静止型）又は移動型であることができる。ユーザ端末１０６
は、代替として、遠隔局、アクセス端末、端末、加入者ユニット、移動局、局、ユーザ装
置、等と呼ばれることがある。ユーザ端末１０６は、無線デバイス、例えば、携帯電話、
携帯情報端末（ＰＤＡ）、ハンドヘルドデバイス、無線モデム、ラップトップコンピュー
タ、パーソナルコンピュータ、等であることができる。
【００３０】
　無線通信システム１００における基地局１０４とユーザ端末１０６との間の通信のため
に様々なアルゴリズム及び方法を用いることができる。例えば、信号は、ＯＦＤＭ／ＯＦ
ＤＭＡ技法に従って基地局１０４とユーザ端末１０６との間で送信及び受信することがで
きる。この場合は、無線通信システム１００は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ぶこ
とができる。
【００３１】
　基地局１０４からユーザ端末１０６への送信を容易にする通信リンクは、ダウンリンク
１０８と呼ぶことができ、ユーザ端末１０６から基地局１０４への送信を容易にする通信
リンクは、アップリンク１１０と呼ぶことができる。代替として、ダウンリンク１０８は
、順方向リンク又は順方向チャネルと呼ぶことができ、アップリンク１１０は、逆方向リ
ンク又は逆方向チャネルと呼ぶことができる。
【００３２】
　セル１０２は、複数のセクタ１１２に分割することができる。セクタ１１２は、セル１
０２内における物理的なカバレッジエリアである。無線通信システム１００内の基地局１
０４は、セル１０２の特定のセクタ１１２内において電力のフローを集中させるアンテナ
を利用することができる。そのようなアンテナは、指向性アンテナと呼ぶことができる。
【００３３】
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　図２は、無線デバイス２０２において利用することができる様々なコンポーネントを示
す。無線デバイス２０２は、ここにおいて説明される様々な方法をインプリメントするよ
うに構成されることができるデバイスの例である。無線デバイス２０２は、基地局１０４
又はユーザ端末１０６であることができる。
【００３４】
　無線デバイス２０２は、無線デバイス２０２の動作を制御するプロセッサ２０４を含む
ことができる。プロセッサ２０４は、中央処理装置（ＣＰＵ）と呼ばれることもある。メ
モリ２０６は、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）との
両方を含むことができ、命令及びデータをプロセッサ２０４に提供する。メモリ２０６の
一部は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）を含むこともできる。プロセッ
サ２０４は、典型的には、メモリ２０６内に格納されたプログラム命令に基づいて論理演
算及び算術演算を行う。メモリ２０６内の命令は、ここにおいて説明される方法をインプ
リメントするために実行可能である。
【００３５】
　無線デバイス２０２は、無線デバイス２０２と遠隔地との間におけるデータの送信及び
受信を可能にするための送信機２１０と受信機２１２とを含むことができるハウジング２
０８を含むこともできる。送信機２１０及び受信機２１２は、結合してトランシーバ２１
４にすることができる。アンテナ２１６は、ハウジング２０８に取り付けること及びトラ
ンシーバ２１４に電気的に結合することができる。無線デバイス２０２は、（示されてい
ない）複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、及び／又は複数のアンテナを
含むことも可能である。
【００３６】
　無線デバイス２０２は、トランシーバ２１４によって受信された信号のレベルを検出及
び定量化するために用いることができる信号検出器２１８も含むことができる。信号検出
器２１８は、総エネルギー、パイロットサブキャリアからのパイロットエネルギー又はプ
リアンブルシンボルからの信号エネルギー、電力スペクトル密度、等の信号を検出するこ
とができる。無線デバイス２０２は、信号を処理する際に用いるためのデジタル信号プロ
セッサ（ＤＳＰ）２２０を含むこともできる。
【００３７】
　無線デバイス２０２の様々なコンポーネントは、バスシステム２２２によってまとめて
結合することができ、バスシステム２２２は、データバスに加えて、電力バスと、制御信
号バスと、状態信号バスと、を含むことができる。
【００３８】
　図３は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡを利用する無線通信システム１００内において用いるこ
とができる送信機３０２の例を示す。送信機３０２の一部分は、無線デバイス２０２の送
信機２１０においてインプリメントすることができる。送信機３０２は、ダウンリンク１
０８においてユーザ端末１０６にデータ３０６を送信するために基地局１０４にインプリ
メントすることができる。送信機３０２は、アップリンク１１０において基地局１０４に
データ３０６を送信するためにユーザ端末１０６にインプリメントすることもできる。
【００３９】
　送信されるべきデータ３０６は、直列・並列（Ｓ／Ｐ）変換器３０８への入力として提
供される状態が示される。Ｓ／Ｐ変換器３０８は、送信データをＮ個の並列のデータスト
リーム３１０に分割することができる。
【００４０】
　Ｎ個の並列のデータストリーム３１０は、マッパ３１２への入力として提供することが
できる。マッパ３１２は、Ｎ個の並列のデータストリーム３１０をＮ個の信号点配置上に
マッピングすることができる。マッピングは、バイナリ位相偏移変調（ＢＰＳＫ）、直交
位相偏移変調（ＱＰＳＫ）、８位相偏移変調（８ＰＳＫ）、直交振幅変調（ＱＡＭ）、等
、の変調信号点配置を用いて行うことができる。従って、マッパ３１２は、Ｎ個の並列の
シンボルストリーム３１６を出力することができ、各シンボルストリーム３１６は、逆高
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速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）３２０のＮ個の直交サブキャリアのうちの１つに対応する。
これらのＮ個の並列のシンボルストリーム３１６は、周波数領域において表され、ＩＦＦ
Ｔコンポーネント３２０によってＮ個の並列の時間領域サンプルストリーム３１８に変換
することができる。
【００４１】
　用語に関する簡単な注記が次に提供される。周波数領域におけるＮ個の並列変調は、周
波数領域におけるＮ個の変調シンボルに相当し、周波数領域におけるＮ個の変調シンボル
は、周波数領域におけるＮ個のマッピング及びＮ点ＩＦＦＴに相当し、周波数領域におけ
るＮ個のマッピング及びＮ点ＩＦＦＴは、時間領域における１つの（有用な）ＯＦＤＭシ
ンボルに相当し、時間領域における１つの（有用な）ＯＦＤＭシンボルは、時間領域にお
けるＮのサンプルに相当する。時間領域における１つのＯＦＤＭシンボルＮｓは、Ｎｃｐ

（ＯＦＤＭシンボル当たりのガードサンプルの数）＋Ｎ（ＯＦＤＭシンボル当たりの有用
なサンプルの数）に相当する。
【００４２】
　Ｎ個の並列の時間領域サンプルストリーム３１８は、並列・直列（Ｐ／Ｓ）変換器３２
４によってＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボルストリーム３２２に変換することができる。ガ
ード挿入コンポーネント３２６は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボルストリーム３２２内の
連続するＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボル間にガードインターバルを挿入することができる
。ガード挿入コンポーネント３２６の出力は、無線周波数（ＲＦ）フロントエンド３２８
によって希望される送信周波数帯域にアップコンバージョンすることができる。アンテナ
３３０は、結果的に得られた信号３３２を送信することができる。
【００４３】
　図３は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡを利用する無線通信システム１００内において用いるこ
とができる受信機３０４の例も示す。受信機３０４の一部分は、無線デバイス２０２の受
信機２１２にインプリメントされることができる。受信機３０４は、ダウンリンク１０８
において基地局１０４からデータ３０６を受信するためにユーザ端末１０６にインプリメ
ントされることができる。受信機３０４は、アップリンク１１０においてユーザ端末１０
６からデータ３０６を受信するために基地局１０４にインプリメントされることもできる
。
【００４４】
　送信された信号３３２は、無線チャネル３３４において移動する状態が示される。信号
３３２’がアンテナ３３０’によって受信されたときには、受信された信号３３２’は、
ＲＦフロントエンド３２８’によってベースバンド信号にダウンコンバージョンすること
ができる。ガード除去コンポーネント３２６’は、ガード挿入コンポーネント３２６によ
ってＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボル間に挿入されたガードインターバルを除去することが
できる。
【００４５】
　ガード除去コンポーネント３２６’の出力は、Ｓ／Ｐ変換器３２４’に提供することが
できる。Ｓ／Ｐ変換器３２４’は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボルストリーム３２２’を
Ｎ個の並列の時間領域シンボルストリーム３１８’に分割することができ、これらの各々
は、Ｎ個の直交サブキャリアのうちの１つに対応する。高速フーリエ変換（ＦＦＴ）コン
ポーネント３２０’は、Ｎ個の並列の時間領域シンボルストリーム３１８’を周波数領域
に変換し、Ｎ個の並列の周波数領域シンボルストリーム３１６’を出力することができる
。
【００４６】
　デマッパ３１２’は、マッパ３１２によって行われたシンボルマッピング動作の逆の動
作を行い、それによってＮ個の並列のデータストリーム３１０’を出力することができる
。Ｐ／Ｓ変換器３０８’は、Ｎ個の並列のデータストリーム３１０’を結合して単一のデ
ータストリーム３６０’にすることができる。理想的なことに、このデータストリーム３
０６’は、送信機３０２への入力として提供されたデータ３０６に対応する。　
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【００４７】
　　　　　ＷｉＭＡＸからＣＤＭＡへの例示的なハンドオーバ
　図４Ａは、ＷｉＭＡＸセル１０２が符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）セル４０４に隣接す
る移動性シナリオを示す。ＷｉＭＡＸセル１０２の少なくとも一部は、ＣＤＭＡ信号のた
めのカバレッジを提供することもできるが、本開示の実施形態の目的のために、セル１０
２は、現在は、ユーザ端末と通信するためにＷｉＭＡＸを利用する。各ＷｉＭＡＸセル１
０２は、典型的に、ユーザ端末、例えばデュアルモード移動局（ＭＳ）４２０、とのＷｉ
ＭＡＸネットワーク通信を容易にするためのＷｉＭＡＸ基地局（ＢＳ）１０４を有する。
ここにおいて用いられるデュアルモードＭＳは、一般に、２つの異なる無線アクセス技術
（ＲＡＴ）、例えばＷｉＭＡＸ信号及びＣＤＭＡ信号の両方、を処理することが可能なＭ
Ｓを意味する。ＷｉＭＡＸセル１０２と同様に、各ＣＤＭＡセル４０４は、典型的に、ユ
ーザ端末、例えばデュアルモードＭＳ４２０、とのＣＤＭＡエボリューション－データ最
適化（ＥＶＤＯ：Evolution-Data Optimized）通信又は１ｘ無線送信技術（１ｘＲＴＴ、
又は単に１ｘ）通信を容易にするためにＣＤＭＡ　ＢＳ４１０を有する。
【００４８】
　図４Ａの移動性シナリオによって示されるように、ＭＳ４２０は、ＷｉＭＡＸ　ＢＳ１
０４のカバレッジエリアから出てＣＤＭＡ　ＢＳ４１０のカバレッジエリアに入ることが
できる。ＷｉＭＡＸセル１０２からＣＤＭＡセル４０４に移行中に、ＭＳ４２０は、ＭＳ
が両方のネットワークから信号を受信することができるカバレッジ重複エリア４０８に入
ることができる。
【００４９】
　ＭＳがＷｉＭＡＸ　ＢＳからＣＤＭＡ　ＢＳへのハンドオーバプロセスをインプリメン
トすることができるのはこの移行中である。異なるネットワークタイプの２つのＢＳ間に
おける、例えばＷｉＭＡＸからＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘへの、ハンドオーバは、同じネ
ットワークタイプの２つのＢＳ間におけるハンドオーバと関連する通常の問題点に加えて
、サービスの継続性に対するさらなる問題点を引き起こし、それらは、ハンドオーバが生
じたときにＭＳがデータ転送プロセス中である場合に特に重大である。この理由は、近隣
のＷｉＭＡＸネットワーク及びＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘネットワークのコアネットワー
クが現時点では真にシームレスなハードハンドオフのためのインタフェースをサポートし
ていないためである。従って、ＷｉＭＡＸネットワークからＣＤＭＡネットワークへのハ
ンドオーバを素早く行うとともにデュアルモードＭＳがサービスの途絶を最小限にするこ
とができるようにするための技法及び装置が必要である。
【００５０】
　本開示の実施形態は、デュアルモードＭＳがＷｉＭＡＸ　ＢＳによって提供されるＣＤ
ＭＡ近隣指示情報に基づいてＷｉＭＡＸネットワークからＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘネッ
トワークにハンドオーバするのを可能にする方法及び装置を提供する。該技法は、ＭＳが
ＷｉＭＡＸからＣＤＭＡネットワークのカバレッジに移動する間におけるサービスの継続
性を向上させることができる。
【００５１】
　図５は、デュアルモードＭＳ４２０の観点からのＷｉＭＡＸネットワークサービスから
ＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘネットワークサービスへの該ＢＳによってアシストされたハン
ドオーバのための動作例のフローチャートである。動作は、５００において、ＷｉＭＡＸ
　ＢＳからブロードキャストされたＣＤＭＡ近隣指示情報を受信することによって開始す
ることができる。ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のＷｉＭＡＸ　ＭＡＣ管理メッセージに
おける、例えばダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ：Downlink Channel Descr
iptor）及び／又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＣＣＤ：Uplink Channel Desc
riptor）メッセージ内における、新たに定義されたブロードキャストメディアアクセス制
御（ＭＡＣ）管理メッセージ又は新しい情報要素（ＩＥ）であることができる。ＣＤＭＡ
近隣指示情報は、ＭＳをハンドオーバすることができる対象となる１つの又は複数の候補
ＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘ　ＢＳを示すことができる。



(22) JP 2011-520399 A 2011.7.14

10

20

30

40

50

【００５２】
　今度は幾つかの実施形態に関して図６を参照し、ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＭＡＣプロ
トコルデータユニット（ＰＤＵ）６００としてブロードキャストされた新たに定義された
ＣＤＭＡ近隣指示ＭＡＣ管理メッセージ内に含めることができる。幾つかの実施形態にお
いては、ＣＤＭＡ近隣指示ＭＡＣ管理メッセージは、複数のＭＡＣ　ＰＤＵに分割するこ
とができる。典型的なＭＡＣ　ＰＤＵ６００は、３つのコンポーネント、すなわち、６バ
イトの長さを有し及びＰＤＵ制御情報を含む一般的ＭＡＣヘッダ（ＧＭＨ）６０２、ＰＤ
Ｕタイプ専用の情報を含むペイロード６０４と呼ばれる可変長のＰＤＵ本体、及びＩＥＥ
Ｅ３２ビット（４バイト）巡回冗長検査（ＣＲＣ）６０６符号を含むことができる任意選
択のフレーム検査シーケンス（ＦＣＳ）、から成ることができる。
【００５３】
　ペイロード６０４は、実際のＭＡＣ管理メッセージ（例えば、ＣＤＭＡ近隣指示情報）
を含み、ＣＲＣが存在しない場合は長さが０乃至２０４１バイトの間で変わることができ
又はＣＲＣ６０６が存在する場合は０乃至２０３７バイトの間で変わることができる。Ｏ
ＦＤＭＡに関しては、ＣＲＣ６０６が典型的には必須である。ＣＤＭＡ近隣指示ＭＡＣ管
理メッセージに関して、ペイロード６０４は、近隣ＣＤＭＡチャネルごとに次の情報、す
なわち、ＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘプロトコル改訂６１０、帯域クラス６１２、チャネル
番号６１４、システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、及びパケ
ットゾーンＩＤ６１６、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセット６１８、を備えるこ
とができる。
【００５４】
　図５に戻り、ＣＤＭＡ近隣指示情報が受信された時点で、デュアルモードＭＳは、５１
０においてスキャンを開始することができる。ＷｉＭＡＸネットワークにおけるデータパ
ケットを失わずにＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘネットワークをスキャンするために、現在の
あらゆるデータ送信を一時的に中断させることができる。このため、ＭＳは、スキャンを
開始するために、ＭＳがＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘネットワークをスキャンするためにＷ
ｉＭＡＸネットワークとの通信を行うことができない一定の時間間隔をＢＳに知らせるこ
とを目的としてスキャンインターバル割り当て要求（ＭＯＢ＿ＳＣＮ－ＲＥＱ）メッセー
ジをＷｉＭＡＸ　ＢＳに送信することによってＷｉＭＡＸネットワークとの現在のあらゆ
るデータ送信の中断を要求することができる。
【００５５】
　ＭＯＢ＿ＳＣＮ－ＲＥＱメッセージは、スキャン継続時間、インターリービングインタ
ーバル、及びスキャン繰り返し等のパラメータを備えることができる。スキャン継続時間
は、要求されたスキャン期間の継続時間（単位はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡフレーム）である
ことができ、インターリービング間隔は、スキャン継続時間の間においてインターリービ
ングされたＭＳの通常の動作の期間であることができ、スキャン繰り返しは、ＭＳによる
繰り返しスキャン間隔の要求された数であることができる。これらのパラメータは、図７
に関してさらに詳細に説明される。
【００５６】
　スキャン要求が許可された（すなわち、デュアルモードＭＳがスキャン間隔割り当て応
答（ＭＯＢ＿ＳＣＮ－ＲＳＰ）メッセージをＷｉＭＡＸ　ＢＳから受信した）時点で、Ｍ
Ｓは、以前に受信されたＣＤＭＡ近隣指示情報を用いて５２０においてＣＤＭＡ　ＢＳに
関するＥＶＤＯ又は１ｘネットワークのスキャンに進むことができる。この詳細な情報を
用いて、ＭＳは、ハンドオーバプロセスのための準備をし、そしてそれによってハンドオ
ーバプロセスを加速化するために１つ以上のＥＶＤＯ又は１ｘＢＳからのＣＤＭＡ　ＢＳ
パイロットチャネルを素早くサーチし、チャネル品質の状態を測定し、及び／又はＣＤＭ
Ａ　ＥＶＤＯ／１ｘ制御チャネルにおけるセクタパラメータ又はシステムパラメータメッ
セージを読み取ることができる。
【００５７】
　図７は、ＭＳがＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ又は１ｘネットワークスキャンを行うスキャンイン



(23) JP 2011-520399 A 2011.7.14

10

20

30

40

50

ターバルを示す。ＭＳは、５００においてＣＤＭＡ近隣指示情報を受信し及び５１０にお
いてＣＤＭＡスキャンを開始した時点で、開始フレーム７１０においてＣＤＭＡ基地局に
関するスキャンを開始することができる。その後は、ＭＳは、予め決められたスキャン継
続時間７２０の間にＣＤＭＡネットワークに関してスキャンすることができ、そのスキャ
ンの終了時には、ＭＳは、予め決められたインターリービングインターバル７２２の間ス
キャンを中止してデータ交換を伴う通常の動作を再開することができる。スキャンとイン
ターリービングのこの交互パターンは、要求されたＣＤＭＡ　ＢＳスキャンの終了まで続
くことができる。ＭＯＳ＿ＳＣＮ－ＲＥＱスキャン繰り返しパラメータは、複数のスキャ
ン繰り返しではなく、幾つかの実施形態のための単一のスキャン繰り返しを示すことがで
きる。該場合においては、ＣＤＭＡ　ＢＳに関するスキャンは、単一のスキャン継続時間
しか含むことができない。
【００５８】
　ＣＤＭＡ　ＢＳスキャンの結果に依存して、ＭＳは、５３０においてＣＤＭＡ　ＢＳへ
のハンドオーバを開始すべきかどうかを決定することができ及びハンドオーバのための適
切なＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘＢＳを選択することができる。ハードハンドオフ（ＨＨＯ
）をサポートするＭＳに関しては、サービスを提供するＷｉＭＡＸ　ＢＳが第１の閾値よ
りも小さい平均搬送波対干渉及び雑音比（ＣＩＮＲ）、第２の閾値よりも小さい平均受信
信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）、及び／又は第３の閾値よりも大きいＢＳ往復遅延（
ＲＴＤ）を有するときにハンドオーバを行う決定をすることができる。高速基地局切り替
え（ＦＢＳＳ）又はマクロダイバーシティハンドオーバ（ＭＤＨＯ）をサポーするＷｉＭ
ＡＸ　ＭＳに関して、ハンドオーバは、ダイバーシティセット内の全ＷｉＭＡＸ　ＢＳが
ドロップ（ｄｒｏｐ）しようとしている、すなわちＨ＿Ｄｅｌｅｔｅよりも小さい平均Ｃ
ＩＮＲを有するときにトリガすることができる。ＭＳが選択されたＣＤＭＡ　ＢＳへのハ
ンドオーバを行わないことを決定した場合は、ＭＳは、５２０においてＣＤＭＡ　ＢＳに
関するスキャンを再開することができる。
【００５９】
　５３０において、選択されたＣＤＭＡ　ＢＳへのハンドオーバを行う決定がされた場合
は、ハンドオーバ中において、ＭＳは、サービスを提供するＷｉＭＡＸ　ＢＳに登録取り
消し要求（ＤＲＥＧ－ＲＥＱ）メッセージを送信することによってアイドル状態になる意
図であることをシグナリングすることができる。ＭＳは、ＷｉＭＡＸ　ＢＳからの応答（
例えば、登録取り消しコマンド（ＤＲＥＧ－ＣＭＤ）メッセージ）又は時間切れを受信し
た時点で、５４０においてＷｉＭＡＸ　ＢＳとの接続を終了させることができる。データ
接続を終了後、ＭＳは、選択されたＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘ　ＢＳにアクセスすること
及び選択されたＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘ　ＢＳとの新しいデータセッション及び接続を
設定することができる。しかしながら、予め決められた期限前にＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１
ｘネットワークへのハンドオーバが失敗した場合でも、デュアルモードＭＳは、以前のデ
ータセッションを再開するためにＷｉＭＡＸ標準において規定されるようにアイドルモー
ド後にネットワークに再度入るための手順を用いてＷｉＭＡＸネットワークに戻ることが
できる。
【００６０】
　上記においては、ＢＳによってアシストされるハンドオーバは、デュアルモードＭＳ４
２０の観点から説明されているため、図８は、ＷｉＭＡＸ　ＢＳ１０４の観点からのＷｉ
ＭＡＸネットワークからＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ又は１ｘネットワークへのＢＳによってアシ
ストされるハンドオーバを行うための動作例のフローチャートを示す。動作は、８００に
おいて、ＣＤＭＡ近隣指示情報を送信して１つ以上の移動局がこの情報を受信できるよう
にすることによって開始することができる。上述されるように、ＣＤＭＡ近隣指示情報は
、（図６に示され及び上述されるような）新たに定義されたＭＡＣ管理メッセージ又は既
存のＷｉＭＡＸ　ＭＡＣ管理メッセージ内の、例えばＤＣＤメッセージ及び／又はＵＣＤ
メッセージ内の、新しいＩＥであることができる。ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＭＳをハン
ドオーバすることができる対象となる１つの又は複数の候補ＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘＢ
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Ｓを示すことができる。
【００６１】
　ＷｉＭＡＸ　ＢＳは、スキャンインターバル割り当て要求（ＭＯＢ＿ＳＣＮ－ＲＥＱ）
メッセージを受信後に、スキャンインターバル割り当て応答（ＭＯＢ＿ＳＣＮ－ＲＳＰ）
メッセージで応答することができる。ＭＯＢ＿ＳＣＮ－ＲＳＰメッセージは、スキャン要
求を許可するか又は拒否することができる。ＷｉＭＡＸ　ＢＳが８１０においてＣＤＭＡ
スキャンを許可した場合は、８２０において、ＷｉＭＡＸ　ＢＳは、デュアルモードＭＳ
４２０がＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ又は１ｘネットワークをスキャンするのを可能にするために
、図７に示されるように要求されたスキャン継続時間７２０中にデュアルモードＭＳ４２
０とのデータ交換を一時的に中断させることができる。８３０においてアイドルモード要
求（例えば、ＤＲＥＧ－ＲＥＱ）が受信された時点で、８４０において、ＷｉＭＡＸ　Ｂ
Ｓは、デュアルモードＭＳとのＷｉＭＡＸ接続を終了させることができる。
【００６２】
　図９は、ＷｉＭＡＸからＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘへのＢＳによってアシストされたハ
ンドオーバ手順を示し、デュアルモードＭＳ４２０と、ＷｉＭＡＸ　ＢＳ１０４と、ＣＤ
ＭＡ　ＢＳ４１０との間のインタラクションの詳細を示す。前述されるように、ＷｉＭＡ
ＸからＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘへのハンドオーバプロセスは、９３０においてＭＳがＷ
ｉＭＡＸ　ＢＳからＣＤＭＡ近隣指示情報を受信することによって開始することができる
。次に９４０において、ＭＳは、スキャンインターバル割り当て要求（ＭＯＢ＿ＳＣＮ－
ＲＥＱ）をＷｉＭＡＸ　ＢＳに送信することができる。９５０において、ＷｉＭＡＸ　Ｂ
Ｓは、要求を許可するスキャンインターバル割り当て応答（ＭＯＢ＿ＳＣＮ－ＲＳＰ）に
よって応答することができる。その後、９６０において、ＭＳは、ハンドオーバの準備の
ために、ＣＤＭＡ近隣指示情報を用いてＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘ　ＢＳをスキャンし、
ＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘチャネル状態を測定し、及びセクタ／システムパラメータを読
み取ることができる。９７０において実際のハンドオーバのためのトリガが受信されたと
きに、ＭＳは、９８０において、登録解消要求（ＤＲＥＧ－ＲＥＱ）をＷｉＭＡＸ　ＢＳ
に送信することができる。９８５においてそれに応答して、ＷｉＭＡＸ　ＢＳは、登録解
消コマンド（ＤＲＥＧ－ＣＭＤを送信してＭＳがＷｉＭＡＸ　ＢＳとの通常の動作を終了
させるようにＭＳに命令することができる。これで、９９０において、ＭＳは、新しいＣ
ＤＭＡ　ＥＶＤＯ／１ｘ　ＢＳにアクセスすることができ及び新しいデータセッション及
び接続を設定することができる。　
【００６３】
　　　　　ＣＤＭＡからＷｉＭＡＸへの例示的なハンドオーバ
　図４Ｂは、ＣＤＭＡセル４０４がＷｉＭＡＸセル１０２に隣接する移動性シナリオを示
す。ＣＤＭＡセル４０４の少なくとも一部はＷｉＭＡＸ信号のためのカバレッジを提供す
ることもできるが、本開示の実施形態の目的のために、ＣＤＭＡセル４０４は、現在は、
ユーザ端末、例えばデュアルモードＭＳ４２０、と通信するためにＣＤＭＡエボリューシ
ョン－データ最適化（ＥＶＤＯ）を利用することができる。各ＣＤＭＡセル４０４は、典
型的に、デュアルモードＭＳ４２０とのＣＤＭＡ　ＥＶＤＯネットワーク通信を容易にす
るためのＣＤＭＡ　ＢＳ４１０を有する。
【００６４】
　図４Ｂの移動性シナリオによって示されるように、ＭＳ４２０は、ＣＤＭＡ　ＢＳ４１
０のカバレッジエリアから出てＷｉＭＡＸ　ＢＳ１０４のカバレッジエリアに入ることが
できる。ＣＤＭＡセル４０４からＷｉＭＡＸセル１０２に移行中に、ＭＳ４２０は、ＭＳ
が両方のネットワークから信号を受信することができるカバレッジ重複エリア４０８に入
ることができる。
【００６５】
　ＭＳがＣＤＭＡ　ＢＳからＷｉＭＡＸ　ＢＳへのハンドオーバプロセスをインプリメン
トすることができるのはこの移行中である。異なるネットワークタイプの２つのＢＳ間に
おける、例えばＣＤＭＡ　ＥＶＤＯからＷｉＭＡＸへの、ハンドオーバは、同じネットワ
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ークタイプの２つのＢＳ間におけるハンドオーバと関連する通常の問題点に加えて、サー
ビスの継続性に対するさらなる問題点を引き起こし、それらは、ハンドオーバが生じたと
きにＭＳがデータ転送プロセス中である場合に特に重大である。この理由は、近隣のＣＤ
ＭＡ　ＥＶＤＯネットワーク及びＷｉＭＡＸネットワークのコアネットワークが現時点で
は真にシームレスなハードハンドオフのためのインタフェースをサポートしていないため
である。従って、デュアルモードＭＳがＣＤＭＡ　ＥＶＤＯネットワークからＷｉＭＡＸ
ネットワークへのハンドオーバを素早く行うとともにサービスの途絶を最小限にすること
ができるようにするための技法及び装置が必要である。
【００６６】
　本開示の実施形態は、デュアルモードＭＳがＣＤＭＡ　ＢＳによって提供されるＷｉＭ
ＡＸ近隣指示情報に基づいてＣＤＭＡ　ＥＶＤＯネットワークからＷｉＭＡＸネットワー
クにハンドオーバするのを可能にする方法及び装置を提供する。該技法は、ＭＳがＣＤＭ
ＡネットワークからＷｉＭＡＸネットワークのカバレッジに移動する間におけるサービス
の継続性を向上させることができる。
【００６７】
　図１０は、デュアルモードＭＳ４２０の観点からのＣＤＭＡ　ＥＶＤＯネットワークサ
ービスからＷｉＭＡＸネットワークサービスへの該ＢＳによってアシストされるハンドオ
ーバのための動作例のフローチャートである。動作は、１０００において、１つ以上の近
隣のＷｉＭＡＸ　ＢＳを認識しているＣＤＭＡ　ＢＳからブロードキャストされたＷｉＭ
ＡＸ近隣指示情報を受信することによって開始することができる。ＷｉＭＡＸ近隣指示情
報は、例えば新しいセクタブロードキャストメッセージとしてブロードキャストされた場
合は、ＭＳをハンドオーバすることができる対象となる１つの又は複数の候補ＷｉＭＡＸ
　ＢＳを示すことができる。ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、近隣のＷｉＭＡＸセグメントご
との次の情報、すなわち、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、ＦＦＴのサイ
ズ、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡフレーム継続時間、サイクリックプリフィックスの比（ＣＰ）
、オペレータＩＤ、プリアンブルインデックス、等、を含むことができる。
【００６８】
　ＷｉＭＡＸ近隣指示情報が受信された時点で、１０１０において、デュアルモードＭＳ
はＷｉＭＡＸネットワークのスキャンを開始することができる。ＣＤＭＡ　ＥＶＤＯネッ
トワークにおけるデータパケットを失わずにＷｉＭＡＸネットワークをスキャンするため
に、現在のあらゆるデータ送信を一時的に中断させることができる。従って、ＷｉＭＡＸ
スキャンを開始するために、ＭＳは、ＭＳがＷｉＭＡＸネットワークをスキャンするため
にＣＤＭＡ　ＥＶＤＯネットワークとの通信を行うことができないことをＢＳに知らせる
ためにデータレート制御（ＤＲＣ）カバーとしての“ヌルカバー”をＣＤＭＡ　ＢＳに送
信することによってＣＤＭＡ　ＥＶＤＯネットワークとの現在のデータ送信の中断を要求
することができる。
【００６９】
　ＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ　ＢＳにＤＲＣカバーを送信後は、ＭＳは、１０２０において、以
前に受信されたＷｉＭＡＸ近隣指示情報を用いてＷｉＭＡＸネットワークをスキャンする
ことができる。この詳細な情報を用いることで、ＭＳは、ハンドオーバプロセスの準備を
し、そしてそれによってハンドオーバプロセスを加速させることを目的として、ＷｉＭＡ
Ｘ　ＢＳプリアンブルを素早く探索し、チャネル品質状態を測定し、及び／又はダウンリ
ンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）メッセージ及びアップリンクチャネルディスクリ
プタ（ＵＣＤ）メッセージを取得することができる。
【００７０】
　スキャンに引き続き、ＭＳは、ＤＲＣカバー＝セクタカバーメッセージをＣＤＭＡ　Ｅ
ＶＤＯ　ＢＳに送信することによってスキャンプロセスの完了をＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ　Ｂ
Ｓに知らせることができる。さらに、１つ以上の新しい候補ＷｉＭＡＸ　ＢＳを候補セッ
トに加えることができる。
【００７１】
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　ＷｉＭＡＸ　ＢＳスキャンの結果に依存して、ＭＳは、１３０においてＷｉＭＡＸへの
ハンドオーバを開始すべきかどうかを決定することができ及びハンドオーバのための該当
するＷｉＭＡＸ　ＢＳを選択することができる。ＭＳをハンドオーバすることができる対
象となる２つ以上の候補のＷｉＭＡＸ　ＢＳが存在する場合は、最も強力な受信された信
号電力（すなわち、ＲＳＳＩ）又は最大ＣＩＮＲに基づいて最も適切なＷｉＭＡＸ　ＢＳ
を選択することができる。例えば、ハンドオーバは、アクティブなセット内のすべてのパ
イロットがドロップするところであるときに生じることができる。ＭＳが選択されたＷｉ
ＭＡＸ　ＢＳへのハンドオーバを行わないことを決定した場合は、ＭＳは、１０２０にお
いてＷｉＭＡＸ　ＢＳに関してスキャンを再開することができる。
【００７２】
　１０３０において、選択されたＷｉＭＡＸ　ＢＳへのハンドオーバを行う決定が行われ
た場合は、ハンドオーバ中に、ＭＳは、１０４０において、ＣＤＭＡ　ＥＶＤＯネットワ
ークとのデータ接続を終了させるために及び休止状態に入るために接続終了メッセージを
ＣＤＭＡ　ＢＳに送信することができる。１０４０においてＣＤＭＡ接続を終了後は、Ｍ
Ｓは、選択されたＷｉＭＡＸ　ＢＳにアクセスすること及び選択されたＷｉＭＡＸ　ＢＳ
との新しいデータセッション及び接続を開始することができる。しかしながら、ＷｉＭＡ
Ｘネットワークへのハンドオーバが予め決められた期限前に失敗した場合は、ＭＳは、Ｃ
ＤＭＡ　ＥＶＤＯ標準において規定されるように休止状態手順からの再起動を用いてＣＤ
ＭＡ　ＥＶＤＯネットワークに戻って前回のデータセッションを再開することができる。
【００７３】
　上記においてはＢＳによってアシストされるハンドオーバはＭＳ４２０の観点から説明
されているため、図１１は、ＣＤＭＡ　ＢＳ４１０の観点からのＣＤＭＡ　ＥＶＤＯネッ
トワークからＷｉＭＡＸネットワークへのＢＳによってアシストされるハンドオーバを行
うための動作例のフローチャートを示す。動作は、１１００において、ＷｉＭＡＸ近隣指
示情報を送信して１つ以上の移動局がこの情報を受信できるようにすることによって開始
することができる。上述されるように、ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、セクタブロードキャ
ストメッセージとして送信することができる。ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、ＭＳをハンド
オーバさせることができる対象となる１つの又は複数の候補ＷｉＭＡＸ　ＢＳを示すこと
ができる。
【００７４】
　１１１０において“ヌルカバー”に相当するＤＲＣカバーを受信した後は、ＣＤＭＡ　
ＢＳは、デュアルモードＭＳ４２０がＷｉＭＡＸ　ＢＳに関してスキャンするのを可能に
するために１１２０においてそのＭＳとのデータ交換を一時的に中断させることができる
。１１３０において接続終了メッセージが受信された時点で、ＣＤＭＡ　ＢＳは、１１４
０において、デュアルモードＭＳ４２０とのＥＶＤＯ接続を終了させることができる。
【００７５】
　図１２は、ＢＳによってアシストされるＣＤＭＡ　ＥＶＤＯからＷｉＭＡＸへのハンド
オーバ手順をさらに示し、デュアルモードＭＳ４２０と、ＣＤＭＡ　ＢＳ４１０と、Ｗｉ
ＭＡＸ　ＢＳ１０４との間のインタラクションの詳細を示す。上述されるように、ＣＤＭ
Ａ　ＥＶＤＯからＷｉＭＡＸへのハンドオーバプロセスは、ＭＳが１２３０においてＷｉ
ＭＡＸ近隣指示情報をＣＤＭＡ　ＢＳから受信したときに開始することができる。１２４
０において、ＭＳは、ＷｉＭＡＸ基地局に関してスキャンを行うことを可能にし、及びＥ
ＶＤＯネットワークとのデータ交換を一時的に中断させることをＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ　Ｂ
Ｓに要求するＤＲＣカバー＝ヌルカバーメッセージを送信することができる。１２５０に
おいて、ＭＳは、ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を用いてＷｉＭＡＸ　ＢＳをスキャンすること
ができ及びハンドオーバ準備のためにＷｉＭＡＸチャネル状態を測定することができる。
ＷｉＭＡＸスキャンに引き続き、ＭＳは、１２６０においてＤＲＣカバー＝セクタカバー
メッセージをＣＤＭＡ　ＥＶＤＯＢＳに送信することによってスキャンプロセスの完了を
ＣＤＭＡ　ＥＶＤＯ　ＢＳに知らせることができる。１２７０において候補ＷｉＭＡＸ　
ＢＳのうちの１つを選択し及びＷｉＭＡＸネットワークへのハンドオーバを行うことを決
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定した時点で、ＭＳは、１２８０において接続終了メッセージをＣＤＭＡ　ＢＳに送信す
ることができる。これで、ＭＳは、１２９０において新しいＷｉＭＡＸ　ＢＳにアクセス
することができ及び新しいデータセッション及び接続を設定することができる。
【００７６】
　上述される方法の様々な動作は、諸図に示される手段及び機能（ｍｅａｎｓ－ｐｌｕｓ
－ｆｕｎｃｔｉｏｎ）のブロックに対応する様々なハードウェアコンポーネント及び／又
はソフトウェアコンポーネント及び／又はモジュールによって行うことができる。概して
、対応する手段及び機能の図を有する諸図において方法が存在する場合は、動作ブロック
は、同様の数字を有する手段及び機能のブロックに対応する。例えば、図５に示されるブ
ロック５００乃至５４０は、図５Ａに示される手段及び機能のブロック５００Ａ乃至５４
０Ａに対応する。
【００７７】
　ここにおいて用いられる表現“決定する”は、非常に様々な動作を包含する。例えば、
“決定する”は、計算することと、演算することと、処理することと、導出することと、
調査することと、検索する（例えば、テーブル、データベース又は他のデータ構造におい
て検索する）ことと、確認することと、等を含むことができる。さらに、“決定する”は
、受信する（例えば、情報を受信する）、アクセスする（例えば、メモリ内のデータにア
クセスする）ことと、等を含むことができる。さらに、“決定する”ことは、解決するこ
とと、選抜することと、選択することと、確立することと、等を含むことができる。
【００７８】
　情報及び信号は、様々な異なる技術及び技法のうちのいずれかを用いて表すことができ
る。例えば、上記の説明全体を通じて参照されることがあるデータ、命令、コマンド、情
報、信号、等は、電圧、電流、電磁波、磁場、磁気粒子、光学場、光学粒子、又はそのあ
らゆる組合せによって表すことができる。
【００７９】
　本開示と関係して説明される様々な例示的な論理ブロック、モジュール及び回路は、こ
こにおいて説明される機能を果たすように設計された汎用プロセッサ、デジタル信号プロ
セッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲー
トアレイ信号（ＦＰＧＡ）、その他のプログラミング可能な論理デバイス（ＰＬＤ）、デ
ィスクリートゲートロジック、ディスクリートトランジスタロジック、個別のハードウェ
アコンポーネント、又はそのあらゆる組合せ、とともにインプリメントすること又は実行
することができる。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであることができるが、代替に
おいては、市販のどのようなプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、又はス
テートマシンであってもよい。さらに、プロセッサは、計算デバイスの組合せ、例えば、
ＤＳＰと、１つのマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサとの組合せ
、ＤＳＰコアと関連する１つ以上のマイクロプロセッサとの組合せ、又はその他のあらゆ
る該構成との組合せ、としてインプリメントすることもできる。
【００８０】
　本開示と関係させて説明される方法又はアルゴリズムのステップは、ハードウェア内に
おいて直接具現化させること、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール内
において具現化させること、又はこれらの２つの組合せにおいて具現化させることができ
る。ソフトウェアモジュールは、当業において既知であるあらゆる形態の記憶媒体におい
て常駐する（例えば、格納する、符号化する、等）ことができる。使用することができる
記憶媒体の幾つかの例は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と、読み取り専用（ＲＯＭ
）メモリと、フラッシュメモリと、ＥＰＲＯＭメモリと、ＥＥＰＲＯＭメモリと、レジス
タと、ハードディスクと、取り外し可能なディスクと、ＣＤ－ＲＯＭと、等を含む。ソフ
トウェアモジュールは、単一の命令、又は数多くの命令を備えることができ、及び幾つか
の異なる符号セグメントにわたって、異なるプログラム間で、及び複数の記憶媒体にわた
って分散させることができる。記憶媒体は、プロセッサに結合し、該プロセッサが記憶媒
体から情報を読み出すようにすること及び記憶媒体に情報を書き込むようにすることがで
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【００８１】
　ここにおいて開示される方法は、説明される方法を達成させるための１つ以上のステッ
プ又は動作を備える。方法のステップ及び／又は動作は、請求項の適用範囲を逸脱するこ
となしに互換することができる。換言すると、ステップ又は動作の特定の順序が指定され
ないかぎり、特定のステップ及び／又は動作の順序及び／又は使用は、請求項の適用範囲
を逸脱することなしに変更することができる。
【００８２】
　説明される機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、又はその組み合わ
せにおいてインプリメントすることができる。ソフトウェアにおいてインプリメントされ
る場合は、これらの機能は、命令として又は１つ以上の組の命令としてコンピュータによ
って読み取り可能な媒体又は記憶媒体に格納することができる。記憶媒体は、コンピュー
タによって又は１つ以上の処理デバイスによってアクセス可能なあらゆる利用可能な媒体
であることができる。一例として、及び制限することなしに、該コンピュータによって読
み取り可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ又はその他の光学デ
ィスクストレージ、磁気ディスクストレージ又はその他の磁気記憶デバイス、又はコンピ
ュータによってアクセス可能な命令又はデータ構造の形態で希望されるプログラムコード
を搬送又は格納するために用いることができるその他の媒体、を備えることができる。こ
こにおいて用いられるときのディスク（ｄｉｓｋ及びｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク
（ＣＤ）（ｄｉｓｃ）と、レーザーディスク（登録商標）（ｄｉｓｃ）と、光ディスク（
ｄｉｓｃ）と、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）（ｄｉｓｃ）と、フロッピー（登録商
標）ディスク（ｄｉｓｋ）と、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（ｄｉｓｃ）と、を
含み、ここで、ｄｉｓｋは通常は磁気的にデータを複製し、ｄｉｓｃは通常はレーザを用
いて光学的にデータを複製する。
【００８３】
　ソフトウェア又は命令は、送信媒体を通じて送信することもできる。例えば、ソフトウ
ェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、より対線、デジタル加入者ライン（ＤＳ
Ｌ）、又は無線技術、例えば、赤外線、無線、及びマイクロ波、を用いてウェブサイト、
サーバ、又はその他の遠隔ソースから送信される場合は、該同軸ケーブル、光ファイバー
ケーブル、より対線、ＤＳＬ、又は無線技術、例えば赤外線、無線、及びマイクロ波、は
、送信媒体の定義の中に含まれる。
【００８４】
　さらに、例えば図において示されるような、ここにおいて説明される方法及び技法を実
行するためのモジュール及び／又はその他の該当する手段は、適宜ユーザ端末及び／又は
基地局によってダウンロードすること及び／又はその他の方法で入手することができるこ
とが評価されるべきである。例えば、該デバイスは、ここにおいて説明される方法を実行
するための手段の転送を容易にするためにサーバに結合することができる。代替として、
ここにおいて説明される様々な方法は、記憶手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、物理的記憶
媒体、例えばコンパクトディスク（ＣＤ）又はフロッピーディスク、等）を介して提供す
ることができ、このため、ユーザ端末及び／又は基地局は、結合した時点で又は記憶媒体
をデバイスに提供した時点で様々な方法を入手することができる。さらに、ここにおいて
説明される方法及び技法をデバイスに提供するためのその他の適切な技法を利用すること
ができる。
【００８５】
　請求項は、上述される正確な構成及びコンポーネントに制限されないことが理解される
べきである。上述される方法及び装置の配置、動作及び詳細は、請求項の範囲を逸脱する
ことなしに様々な修正、変更及び変形を行うことができる。
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【図７】 【図８】
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【図１０】 【図１０Ａ】

【図１１】 【図１１Ａ】
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【図１２】

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月11日(2011.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１及び第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介してネットワークサービス間でのモバ
イルデバイスのハンドオーバを行うための方法であって、
　前記第１のＲＡＴを介して通信する一方で、前記第２のＲＡＴを介してネットワークサ
ービスに関する近隣指示情報を受信することと、なお、前記第１及び第２のＲＡＴは異な
る、
　前記受信された情報を用いて前記第２のＲＡＴに関してスキャンすることと、
　前記モバイルデバイスにおいて、前記スキャンの結果に基づいて前記第２のＲＡＴを介
してネットワークサービスにハンドオーバすべきかどうかを決定することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記第１のＲＡＴは、ＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Acces
s）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記受信された
情報は、ＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
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ＭＡ１ｘである、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）である、
　請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージである、
　請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉ
ＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記受信された
情報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　新セクタブロードキャストメッセージは、前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を備える、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　その上に格納された命令を有するコンピュータ可読媒体を備える第１及び第２の無線ア
クセス技術（ＲＡＴ）を介してネットワークサービス間でのモバイルデバイスのハンドオ
ーバを行うためのコンピュータプログラム装置であって、前記命令は、１つ以上のプロセ
ッサによって実行可能であり、前記命令は、
　前記第１のＲＡＴを介して通信する一方で、前記第２のＲＡＴを介してネットワークサ
ービスに関する近隣指示情報を受信するための命令と、なお、前記第１及び第２のＲＡＴ
は異なる、
　前記受信された情報を用いて前記第２のＲＡＴに関してスキャンするための命令と、
　前記モバイルデバイスにおいて、前記スキャンの結果に基づいて前記第２のＲＡＴを介
してネットワークサービスにハンドオーバすべきかどうかを決定するための命令と、
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　を備える、コンピュータプログラム装置。
【請求項１３】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記受信された情
報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項１２に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項１４】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
　請求項１３に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項１５】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）である、
　請求項１３に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項１６】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項１５に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項１７】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージである、
　請求項１３に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項１８】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項１７に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項１９】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記受信された情
報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項１２に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項２０】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項１９に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項２１】
　新セクタブロードキャストメッセージは、前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を備える、
　請求項１９に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項２２】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項１９に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項２３】
　第１及び第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介してネットワークサービス間でのハン
ドオーバを行うための装置であって、
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　前記第１のＲＡＴを介して通信する一方で前記第２のＲＡＴを介してネットワークサー
ビスに関する近隣指示情報を受信するための手段と、なお、前記第１及び第２のＲＡＴは
異なる、
　前記受信された情報を用いて前記第２のＲＡＴに関してスキャンするための手段と、
　前記スキャンの結果に基づいて前記第２のＲＡＴを介してネットワークサービスにハン
ドオーバすべきかどうかを決定するための手段と、
　を備える装置。
【請求項２４】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記受信された情
報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）である、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２７】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージである、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２９】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記受信された情
報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項２３に記載の装置。
【請求項３１】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項３０記載の装置。
【請求項３２】
　前記受信するための手段は、前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を含む新セクタブロードキャ
ストメッセージを受信するように構成される、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項３３】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
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多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項３４】
　無線通信のための受信機であって、
　前記第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介して通信する一方で第２のＲＡＴを介して
ネットワークサービスに関する近隣指示情報を受信するように構成された通信論理と、な
お、前記第１及び第２のＲＡＴは異なる、
　前記受信された情報を用いて前記第２のＲＡＴに関してスキャンするように構成された
スキャン論理と、
　前記スキャンの結果に基づいて前記第２のＲＡＴを介してネットワークサービスにハン
ドオーバすべきかどうかを決定するように構成されたハンドオーバ決定論理と、
　を備える受信機。
【請求項３５】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記受信された情
報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項３４に記載の受信機。
【請求項３６】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
　請求項３５に記載の受信機。
【請求項３７】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）である、
　請求項３５に記載の受信機。
【請求項３８】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項３７に記載の受信機。
【請求項３９】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージである、
　請求項３５に記載の受信機。
【請求項４０】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項３９に記載の受信機。
【請求項４１】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記受信された情
報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項３４に記載の受信機。
【請求項４２】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項４１に記載の受信機。
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【請求項４３】
　前記通信論理は、前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を含む新セクタブロードキャストメッセ
ージを受信するように構成される、
　請求項４１に記載の受信機。
【請求項４４】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項４１に記載の受信機。
【請求項４５】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介して通信するための受信機フロントエンドと、
　前記第１のＲＡＴを介して通信する一方で第２のＲＡＴを介してネットワークサービス
に関する近隣指示情報を受信するように構成された通信論理と、前記第１及び第２のＲＡ
Ｔは異なる、
　前記受信された情報を用いて前記第２のＲＡＴに関してスキャンするように構成された
スキャン論理と、
　前記スキャンの結果に基づいて前記第２のＲＡＴを介してネットワークサービスにハン
ドオーバすべきかどうかを決定するように構成されたハンドオーバ決定論理と、
　を備えるモバイルデバイス。
【請求項４６】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記受信された情
報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項４５に記載のモバイルデバイス。
【請求項４７】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
　請求項４６に記載のモバイルデバイス。
【請求項４８】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）である、
　請求項４６に記載のモバイルデバイス。
【請求項４９】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項４８に記載のモバイルデバイス。
【請求項５０】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージである、
　請求項４６に記載のモバイルデバイス。
【請求項５１】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項５０に記載のモバイルデバイス。
【請求項５２】
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　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記受信された情
報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項４５に記載のモバイルデバイス。
【請求項５３】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項５２に記載のモバイルデバイス。
【請求項５４】
　前記通信論理は、前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を含む新セクタブロードキャストメッセ
ージを受信するように構成される、
　請求項５２に記載のモバイルデバイス。
【請求項５５】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項５２に記載のモバイルデバイス。
【請求項５６】
　第１及び第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介してのネットワークサービス間でのハ
ンドオーバをアシストするための方法であって、
　前記第１のＲＡＴを介して通信することと、
前記第２のＲＡＴを介してネットワークサービスに関する情報をブロードキャストするこ
とと、
　を備え、前記第１及び第２のＲＡＴは異なる、
　方法。
【請求項５７】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記ブロードキャ
ストされた情報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項５６に記載の方法。
【請求項５８】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである請求項５７に記載の方法。
【請求項５９】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）である、
　請求項５７に記載の方法。
【請求項６０】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項５９に記載の方法。
【請求項６１】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージとして送信される、
　請求項５７に記載の方法。
【請求項６２】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
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（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項６１に記載の方法。
【請求項６３】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記送信された情
報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項５６に記載の方法。
【請求項６４】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項６３記載の方法。
【請求項６５】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、新セクタブロードキャストメッセージとして送信され
る、
　請求項６３に記載の方法。
【請求項６６】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項６３に記載の方法。
【請求項６７】
　その上に格納された命令を有するコンピュータ可読媒体を備える第１及び第２の無線ア
クセス技術（ＲＡＴ）を介してのネットワークサービス間でのハンドオーバをアシストす
るためのコンピュータプログラム装置であって、前記命令は、１つ以上のプロセッサによ
って実行可能であり、前記命令は、
　前記第１のＲＡＴを介して通信するための命令と、
前記第２のＲＡＴを介してネットワークサービスに関する情報をブロードキャストするた
めの命令と、
　を備え、前記第１及び第２のＲＡＴは異なる、
　コンピュータプログラム装置。
【請求項６８】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記ブロードキャ
ストされた情報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項６７に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項６９】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
　請求項６８に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７０】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）として送信される、
　請求項６８に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７１】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項７０に記載のコンピュータプログラム装置。
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【請求項７２】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージとして送信される、
　請求項６８に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７３】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項７２に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７４】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記ブロードキャ
ストされた情報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項６７に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７５】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項７４に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７６】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、新セクタブロードキャストメッセージとして送信され
る、
　請求項７４に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７７】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項７４に記載のコンピュータプログラム装置。
【請求項７８】
　第１及び第２の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介してのネットワークサービス間でのハ
ンドオーバをアシストするための装置であって、
　前記第１のＲＡＴを介して通信するための手段と、
　前記第２のＲＡＴを介してネットワークサービスに関する情報をブロードキャストする
ための手段と、
　を備え、前記第１及び第２のＲＡＴは異なる、
　装置。
【請求項７９】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記ブロードキャ
ストされた情報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項７８に記載の装置。
【請求項８０】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
　請求項７９に記載の装置。
【請求項８１】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）として送信される、
　請求項７９に記載の装置。
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【請求項８２】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項８１に記載の装置。
【請求項８３】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージとして送信される、
　請求項７９に記載の装置。
【請求項８４】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項８３に記載の装置。
【請求項８５】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記ブロードキャ
ストされた情報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項７８に記載の装置。
【請求項８６】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項８５記載の装置。
【請求項８７】
　前記ブロードキャストするための手段は、前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を新セクタブロ
ードキャストメッセージとして送信する、
　請求項８５に記載の装置。
【請求項８８】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項８５に記載の装置。
【請求項８９】
　無線通信のための送信機であって、
　前記第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介して通信するように構成された通信論理と
、
第２のＲＡＴを介してネットワークサービスに関する情報をブロードキャストするように
構成された送信論理と、
　を備え、前記第１及び第２のＲＡＴは異なる、
　無線通信のための送信機。
【請求項９０】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記ブロードキャ
ストされた情報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項８９に記載の送信機。
【請求項９１】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
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　請求項９０に記載の送信機。
【請求項９２】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）として送信される、
　請求項９０に記載の送信機。
【請求項９３】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項９２に記載の送信機。
【請求項９４】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージとして送信される、
　請求項９０に記載の送信機。
【請求項９５】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項９４に記載の送信機。
【請求項９６】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記ブロードキャ
ストされた情報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項８９に記載の送信機。
【請求項９７】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項９６に記載の送信機。
【請求項９８】
　前記送信論理は、前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を新セクタブロードキャストメッセージ
として送信する、
　請求項９６に記載の送信機。
【請求項９９】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項９６に記載の送信機。
【請求項１００】
　第１の無線アクセス技術（ＲＡＴ）を介して通信するように構成された通信論理と、
　第２のＲＡＴを介してネットワークサービスに関する情報をブロードキャストするため
の送信機フロントエンドと、
　を備え、前記第１及び第２のＲＡＴは異なる、
　基地局。
【請求項１０１】
　前記第１のＲＡＴはＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access
）であり、前記第２のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記ブロードキャ
ストされた情報はＣＤＭＡ近隣指示情報である、
　請求項１００に記載の基地局。
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【請求項１０２】
　前記第２のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）又はＣＤ
ＭＡ１ｘである、
　請求項１０１に記載の基地局。
【請求項１０３】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、既存のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理メッセージ
における新しい情報要素（ＩＥ）として送信される、
　請求項１０１に記載の基地局。
【請求項１０４】
　前記既存のＭＡＣ管理メッセージは、ダウンリンクチャネルディスクリプタ（ＤＣＤ）
メッセージ又はアップリンクチャネルディスクリプタ（ＵＣＤ）メッセージのうちの少な
くとも１つである、
　請求項１０３に記載の基地局。
【請求項１０５】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、新たに定義されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）管理
メッセージとして送信される、
　請求項１０１に記載の基地局。
【請求項１０６】
　前記ＣＤＭＡ近隣指示情報は、ＣＤＭＡプロトコル改訂、帯域クラス、チャネル番号、
システム識別番号（ＳＩＤ）、ネットワーク識別番号（ＮＩＤ）、パケットゾーン識別子
（ＩＤ）、及びパイロット疑似雑音（ＰＮ）オフセットのうちの少なくとも１つを備える
、
　請求項１０５に記載の基地局。
【請求項１０７】
　前記第１のＲＡＴはＣＤＭＡ（符号分割多元接続）であり、前記第２のＲＡＴはＷｉＭ
ＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave Access）であり、前記ブロードキャ
ストされた情報はＷｉＭＡＸ近隣指示情報である、
　請求項１００に記載の基地局。
【請求項１０８】
　前記第１のＲＡＴは、ＣＤＭＡエボリューション－データ最適化（ＥＶＤＯ）である、
　請求項１０７に記載の基地局。
【請求項１０９】
　前記送信機フロントエンドは、前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報を新セクタブロードキャス
トメッセージとして送信する、
　請求項１０７に記載の基地局。
【請求項１１０】
　前記ＷｉＭＡＸ近隣指示情報は、周波数割り当て（ＦＡ）インデックス、帯域幅、高速
フーリエ変換（ＦＦＴ）のサイズ、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）又は直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）フレーム継続時間、サイクリックプリフィックス（ＣＰ）の比、
オペレータ識別子（ＩＤ）、及びプリアンブルインデックスのうちの少なくとも１つを備
える、
　請求項１０７に記載の基地局。



(45) JP 2011-520399 A 2011.7.14

10

20

30

40

【国際調査報告】



(46) JP 2011-520399 A 2011.7.14

10

20

30

40



(47) JP 2011-520399 A 2011.7.14

10

20

30

40



(48) JP 2011-520399 A 2011.7.14

10

20

30

40



(49) JP 2011-520399 A 2011.7.14

10

20

30

40

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,SI,S
K,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,BW,
BY,BZ,CA,CH,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,K
E,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL
,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100075672
            弁理士　峰　隆司
(74)代理人  100095441
            弁理士　白根　俊郎
(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100103034
            弁理士　野河　信久
(74)代理人  100119976
            弁理士　幸長　保次郎
(74)代理人  100153051
            弁理士　河野　直樹
(74)代理人  100140176
            弁理士　砂川　克
(74)代理人  100101812
            弁理士　勝村　紘
(74)代理人  100124394
            弁理士　佐藤　立志
(74)代理人  100112807
            弁理士　岡田　貴志
(74)代理人  100111073
            弁理士　堀内　美保子
(74)代理人  100134290
            弁理士　竹内　将訓
(74)代理人  100127144
            弁理士　市原　卓三
(74)代理人  100141933
            弁理士　山下　元
(72)発明者  チン、トム
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  リー、クオ－チュン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ナギブ、アイマン・フォージー
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
Ｆターム(参考) 5K022 AA00  DD01  DD13  DD19  DD21  DD31  EE02  EE14  EE21  EE31 
　　　　 　　  5K067 AA21  BB21  CC01  EE04  EE10  JJ39 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	search-report
	overflow

